
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
装置本体の手前側から奥側へ向けて開閉可能で下側に遮光カバー開口部を有する記録材料
遮光用カバーと、
　ロール状の記録材料を収納する記録材料箱の材料引き出し口を下向きにして記録材料の
先端を記録材料挿入口に挿入し前記遮光カバー開口部に沿って手前側から奥側に押して装
填するセット部と、
　装填した記録材料を搬送方向へ引き出す搬送ローラ対と、
　記録材料の先端を所定量引き出した後にカットするカッタ部とを備える画像記録装置

　前記記録材料箱を前記遮光カバー開口部の手前側から奥側に案内する記録材料箱案内ガ
イドを備えることを特徴とする画像記録装置。
【請求項２】
前記記録材料箱案内ガイドは、前記遮光カバー開口部の手前側から奥側に傾斜しているこ
とを特徴とする請求項１記載の画像記録装置。
【請求項３】
前記記録材料箱案内ガイドの高さが、装填した状態の記録材料引き出し口から前記搬送ロ
ーラ対の中心までの距離より長いことを特徴とする請求項１または請求項２記載の画像記
録装置。
【請求項４】
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前記搬送ローラ対の前記記録材料の巻芯カール側のローラを摩擦抵抗の少ない滑り性の良
い材質のローラで、巻芯カールと反対側のローラを摩擦抵抗の高い材質のローラとし、か
つ記録材料装填時に摩擦抵抗の高い材質のローラ側を圧着解除方向に移動し、材料装填隙
間を設けたことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の画像記録装置。
【請求項５】
前記記録材料箱と前記搬送ローラ対の間に材料案内ガイド対を設け、前記材料案内ガイド
対の隙間間隔を前記搬送ローラ対側で狭くなるよう傾斜を付け、かつ前記遮光カバー開口
部の手前側から奥側に狭くなるよう傾斜を付けたことを特徴とする請求項１乃至請求項４
のいずれかに記載の画像記録装置。
【請求項６】
前記記録材料箱案内ガイドを、前記記録材料箱の移動を規制するための記録材料箱固定具
として兼用することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の画像記録装置
。
【請求項７】
前記記録材料箱案内ガイドの中央部に箱取り出し用手差し開口部を設けたことを特徴とす
る請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の画像記録装置。
【請求項８】
請求項１乃至請求項７のいずれかに記載の画像記録装置を備え、
　記録材料を固定的に保持する実質的に円柱面形状の外周面を有する円筒と、
　前記円柱面の円柱軸を実質的に中心にして前記円筒を回す円筒回動手段と、
　レーザー光を前記記録材料に照射して露光する露光ヘッドと、を有し、
　前記露光ヘッドからレーザー光を照射させることと、前記円筒回動手段により前記円筒
を回すこととを、色分解網原稿画像データに対応する画像データに応じて行って、前記円
筒に固定的に保持された記録材料の画像記録面に、前記色分解網原稿画像データに対応す
るカラープルーフ画像を記録することを特徴とするカラープルーフ作成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ロール状の記録材料を装填して画像を記録する画像記録装置及びカラープル
ーフ作成装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、色分解網原稿フィルムを、切り貼りなどしたフィルムからではなく、ＤＴＰと呼ば
れる装置で、色分解された文字網原稿画像データや写真網原稿画像データやベタ画像網原
稿画像データなどの画像データから、画像データ上で切り貼りなどして、色分解網原稿画
像データを作成し、イメージセッタと呼ばれる装置で、この色分解網原稿画像データから
色分解網原稿フィルムを作成したり、ＣＴＰと呼ばれる装置で、直接、印刷版を作成する
ことが行われている。
【０００３】
このようなＤＴＰを用いたシステムで行う校正作業としては、色分解網原稿画像データか
ら色分解網原稿フィルムを作成し、色分解網原稿フィルムからカラープルーフを作成する
方法だけでなく、色分解網原稿画像データから、直接、カラープルーフを作成するＤＤＣ
Ｐが、最近、行われている。
【０００４】
このＤＤＣＰには、色分解網原稿画像データに基づいて、ハロゲン化銀カラー写真感光材
料をＬＥＤやレーザ光などによって露光することで、カラープルーフを作成するもの、色
分解網原稿画像データに基づいて、インク転写プリント法でカラープルーフを作成するも
の、色分解網原稿画像データに基づいて、インクジェットプリント法でカラープルーフを
作成するものなどがある。
【０００５】
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このようなロール状の記録材料に画像を記録する画像記録装置には、装置本体の手前側か
ら奥側へ向けて開閉可能で下側に遮光カバー開口部を有する記録材料遮光用カバーと、ロ
ール状の記録材料を収納する記録材料箱の材料引き出し口を下向きにし遮光カバー開口部
に沿ってから手前側から奥側に押して記録材料の先端を記録材料挿入口に挿入して装填す
るセット部と、装填した記録材料を搬送方向へ引き出す搬送ローラ対と、記録材料の先端
を所定量引き出した後にカットするカッタ部とを備えるものがある。
【０００６】
　また、 の巻芯カール側をゴムローラ、反対側の移動側ローラを
滑り性の良いベークローラあるいはゴムローラ同士の組み合わせを使用していた。また、
材料箱案内ガイドもなく、搬送用案内ガイドも上下方向の隙間のみ変化し、材料幅方向、
即ち遮光カバー開口部の手前側から奥側は一定間隔となっている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、搬送ローラ対の巻き芯カール側がゴムローラだと記録材料のカールが強い場合
、先端がひっかかりやすく、記録材料箱を装填した後記録材料の角が折れ搬送ジャムの原
因となる。
【０００８】
また、記録材料を第１の搬送ローラ対に届く距離引き出した後に下向きに記録材料箱を装
填するため、材料案内箱ガイドがないと記録材料箱をセット部に押し込む動作中に記録材
料の先端がセット部の周辺部材に接触し折れる可能性がある。
【０００９】
また、材料案内ガイド対の隙間が一定だと記録材料のカールが強い場合片側が隙間に挿入
された反作用で反対側が更に巻き芯側にカールし、ガイド上部に接触し折れる場合がある
。さらに、セット部の手前側に手差し用開口部がないと、記録材料箱を取り出す時に非常
に持ちにくい等の問題がある。
【００１０】
この発明は、以上の問題点に鑑みてなされたもので、記録材料箱案内ガイド、搬送ローラ
対の配置を工夫することで、記録材料箱を装填する時の操作性向上と記録材料の先端が折
れることを防止する画像記録装置及びカラープルーフ作成装置を提供することを目的とし
ている。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決し、かつ目的を達成するために、この発明は、以下のように構成した。
【００１２】
　請求項１記載の発明は、『装置本体の手前側から奥側へ向けて開閉可能で下側に遮光カ
バー開口部を有する記録材料遮光用カバーと、
　ロール状の記録材料を収納する記録材料箱の材料引き出し口を下向きにして記録材料の
先端を記録材料挿入口に挿入し前記遮光カバー開口部に沿って手前側から奥側に押して装
填するセット部と、
　装填した記録材料を搬送方向へ引き出す搬送ローラ対と、
　記録材料の先端を所定量引き出した後にカットするカッタ部とを備える画像記録装置

　前記記録材料箱を前記遮光カバー開口部の手前側から奥側に案内する記録材料箱案内ガ
イドを備えることを特徴とする画像記録装置。』である。
【００１３】
この請求項１記載の発明によれば、記録材料箱を遮光カバー開口部の手前側から奥側に案
内する記録材料箱案内ガイドを備えるから、記録材料箱の下側端部を記録材料箱案内ガイ
ドに載せ、記録材料の先端を記録材料挿入口に挿入し、遮光カバー開口部に沿って手前側
から奥側に押すことで簡単に所定位置に装填できる。
【００１４】
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請求項２記載の発明は、『前記記録材料箱案内ガイドは、前記遮光カバー開口部の手前側
から奥側に傾斜していることを特徴とする請求項１記載の画像記録装置。』である。
【００１５】
この請求項２記載の発明によれば、記録材料箱案内ガイドが遮光カバー開口部の手前側か
ら奥側に傾斜しており、記録材料箱を遮光カバー開口部に沿って手前側から奥側に押すこ
とで確実に案内でき、しかも構造が簡単である。
【００１６】
請求項３記載の発明は、『前記記録材料箱案内ガイドの高さが、装填した状態の記録材料
引き出し口から前記搬送ローラ対の中心までの距離より長いことを特徴とする請求項１ま
たは請求項２記載の画像記録装置。』である。
【００１７】
この請求項３記載の発明によれば、記録材料箱案内ガイドの高さが、装填した状態の記録
材料引き出し口から搬送ローラ対の中心までの距離より長いため、装置周辺部材に記録材
料の先端が接触することなく安心して装填作業ができる。
【００１８】
請求項４記載の発明は、『前記搬送ローラ対の前記記録材料の巻芯カール側のローラを摩
擦抵抗の少ない滑り性の良い材質のローラで、巻芯カールと反対側のローラを摩擦抵抗の
高い材質のローラとし、かつ記録材料装填時に摩擦抵抗の高い材質のローラ側を圧着解除
方向に移動し、材料装填隙間を設けたことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか
に記載の画像記録装置。』である。
【００１９】
この請求項４記載の発明によれば、搬送ローラ対の記録材料の巻芯カール側のローラを摩
擦抵抗の少ない滑り性の良い材質のローラで、巻芯カールと反対側のローラを摩擦抵抗の
高い材質のローラとしており、記録材料の先端が摩擦抵抗の少ない滑り性の良い材質のロ
ーラに接触しても円滑に搬送ローラ対の間に挿入できる。
【００２０】
請求項５記載の発明は、『前記記録材料箱と前記搬送ローラ対の間に材料案内ガイド対を
設け、前記材料案内ガイド対の隙間間隔を前記搬送ローラ対側で狭くなるよう傾斜を付け
、かつ前記遮光カバー開口部の手前側から奥側に狭くなるよう傾斜を付けたことを特徴と
する請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の画像記録装置。』である。
【００２１】
この請求項５記載の発明によれば、記録材料箱と搬送ローラ対の間に設けた材料案内ガイ
ド対の隙間間隔が搬送ローラ対側で狭くなるよう傾斜を付け、かつ遮光カバー開口部の手
前側から奥側に狭くなるよう傾斜が付けられており、材料案内ガイド対の手前隙間が奥側
より広いため、記録材料のカールが強くでも円滑に挿入できる。
【００２２】
請求項６記載の発明は、『前記記録材料箱案内ガイドを、前記記録材料箱の移動を規制す
るための記録材料箱固定具として兼用することを特徴とする請求項１乃至請求項５のいず
れかに記載の画像記録装置。』である。
【００２３】
この請求項６記載の発明によれば、記録材料箱案内ガイドを記録材料箱の移動を規制する
ための記録材料箱固定具として兼用しており、部品点数を増加することなく記録材料箱を
装填後、記録材料箱案内ガイドを記録材料箱に押し付けて固定することができる。
【００２４】
請求項７記載の発明は、『前記記録材料箱案内ガイドの中央部に箱取り出し用手差し開口
部を設けたことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の画像記録装置。』
である。
【００２５】
この請求項７記載の発明によれば、記録材料箱案内ガイドの中央部に箱取り出し用手差し
開口部を設けたから、箱取り出し用手差し開口部により簡単に記録材料箱を持ち上げて交
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換することができる。
【００２６】
　請求項８記載の発明は、『請求項１乃至請求項７のいずれかに記載の画像記録装置を備
え、
　記録材料を固定的に保持する実質的に円柱面形状の外周面を有する円筒と、
　前記円柱面の円柱軸を実質的に中心にして前記円筒を回す円筒回動手段と、
　レーザー光を前記記録材料に照射して露光する露光ヘッドと、を有し、
　前記露光ヘッドからレーザー光を照射させることと、前記円筒回動手段により前記円筒
を回すこととを、色分解網原稿画像データに対応する画像データに応じて行って、前記円
筒に固定的に保持された記録材料の画像記録面に、前記色分解網原稿画像データに対応す
るカラープルーフ することを特徴とするカラープルーフ作成装置。』である。
【００２７】
この請求項８記載の発明によれば、円筒が、その円柱面形状の保持面に記録材料を固定的
に保持しながら、円柱軸を中心に回るものであるから、記録材料の画像記録面が所定の位
置を所定の向きで通過するから、露光ヘッドの先端と記録材料の画像記録面との間隔を、
非常に狭くでき、かつ、記録材料の画像記録面に対する露光ヘッドの取付位置及び方向の
精度を非常に高くでき、非常に再現性の高い高精細な画像を記録することができ、校正に
良好に用いることができるカラープルーフを作成することができる。
【００２８】
また、円柱軸及び円柱面は、幾何学的な意味での円柱軸及び円柱面であり、円柱軸は直線
であり、円柱面は、この円柱軸に垂直な平面上の円周を通過するこの円柱軸に平行な直線
により形成される面のことである。
【００２９】
また、保持面とは、記録材料を保持する領域内の記録材料を保持する箇所の面のことで、
保持面が実質的に円柱面であるとは、記録材料を保持する領域内の記録材料を保持する箇
所が、実質的に円柱面であればよく、それ以外の領域は、凹んでいたり、存在していなか
ったりなど実質的に円柱面でなくてもよいし、実質的に円柱面であってもよい。また、記
録材料を保持する領域内の全ての箇所で記録材料を保持してもよいが、例えば、記録材料
を保持する領域内の一部に溝や穴やスリットや孔など記録材料を保持しない箇所が設けら
れていても、記録材料を保持する領域内の記録材料を保持する箇所が、実質的に円柱面で
あればよい。
【００３０】
また、保持面が実質的に円柱面であるとは、保持面の円柱軸に対する距離のばらつきが、
校正に良好に用いることができるカラープルーフを作成するのに実質的に問題にならない
範囲内であることが好ましい。
【００３１】
また、円筒の円柱軸の方向としては、略水平であることが好ましいが、鉛直方向や斜め方
向であってもよい。
【００３２】
また、円筒が記録シートを固定的に保持する形態としては、静電吸着により円筒が記録材
料を固定的に保持する形態や、磁石により円筒が記録材料を固定的に保持する形態や、真
空吸引により円筒が記録材料を固定的に保持する形態などが挙げられるが、これらに限ら
れない。
【００３３】
　また、色分解網原稿画像データに対応するカラープルーフ画像は、色分解網原稿画像デ
ータから作成される印刷物を するカラープルーフ画像のことである。また、
色分解網原稿画像データに対応する画像データとは、色分解網原稿画像データに対応する
画像データであればよく、色分解網原稿画像データそのものだけではなく、例えば、連続
階調の原稿画像データから色分解網原稿画像データを生成する網点画像化処理装置に入力
される連続階調の原稿画像データや、色分解網原稿画像データを連続階調の画像データに
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変換する連続階調化処理装置で色分解網原稿画像データから変換して得られた連続階調の
画像データなどであってもよい。
【００３４】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の画像記録装置及びカラープルーフ作成装置の実施の形態について説明す
る。なお、この発明は、実施の形態に限定されるものではない。この発明の画像記録装置
を適用したカラープルーフ作成装置は、図１乃至図３に示すように構成される。図１はカ
ラープルーフ作成装置の斜視図、図２は記録材料遮光用カバーを開いた状態のカラープル
ーフ作成装置の斜視図である。
【００３５】
カラープルーフ作成装置１の装置本体２には、露光ユニット３及び現像処理ユニット４が
備えられている。露光ユニット３は、上面パネル５及び前面パネル６が開閉可能に設けら
れ、メンテナンスが上面及び前面側から行われる。露光ユニット３の上部には、現像部側
にセット部７が配置され、上部右側には操作部８が配置されている。
【００３６】
セット部７には、記録材料遮光用カバー９が開閉可能に設けられ、記録材料遮光用カバー
９には把手９ａが設けられている。作業者は、把手９ａを持って記録材料遮光用カバー９
を装置本体２の手前側から奥側に開閉可能になっており、
記録材料遮光用カバー９によりロール状の記録材料（以下、感光材料またはペーパー、あ
るいは感材ともいう）を収納した記録材料箱１０が記録材料箱案内ガイド１０００に案内
されてセット可能である。
【００３７】
操作部８には、液晶パネル１１とタッチパネル１２が設けられている。現像処理ユニット
４には、上面パネル１３及び補給パネル１４が開閉可能に設けられ、メンテナンスが上面
側から行われ、処理液の補充が前面側から行われる。現像処理ユニット４の側部には排紙
部１５が設けられ、処理された感光材料が排紙部１５に排出される。
【００３８】
図３はカラープルーフ作成装置の概略構成を示す図である。露光ユニット３には、給送部
２０、主走査部３０、副走査部４０及びアキュームレータ部６０が備えられている。給送
部２０には、搬送ローラ対２１、カッター部２２及びドラム給排紙ローラ２３が備えられ
ている。搬送ローラ対２１により記録材料箱１０から感光材料を引き出して、カッター部
２２で所定の長さに切断し、ドラム給排紙ローラ２３を介して主走査部３０へ送る。
【００３９】
主走査部３０及び副走査部４０が感光材料に画像を記録する露光部５００を構成し、主走
査部３０には、円筒を構成するドラム３１が回転可能に設けられ、感光材料がドラム３１
の外表面に吸着されて一体に回転する。ドラム３１に対向して光学ユニット３２が配置さ
れ、光学ユニット３２は副走査部４０によりドラム軸と平行に移動可能になっている。光
学ユニット３２は、デジタル画像信号を受けてドラム３１に吸着された感光材料にレーザ
ービームで露光して画像の書き込みを行う。
【００４０】
アキュームレータ部６０は、感光材料を露光部５００から露光された感光材料を現像処理
する現像処理ユニット４に備えられるプロセッサ部６００へ受け渡すために、感光材料を
一時停留させる。このアキュームレータ部６０は、書き込みが終了した感光材料をドラム
３１から剥離してプロセッサ部６００へ送り込む。このとき、プロセッサ部６００の搬送
速度の方が露光部５００の排紙速度より遅い場合は、排紙速度が高速のままアキュームレ
ータ部６０に送り込み、感光材料をアキュームレータ部６０に垂れ下がるようにしてアキ
ュームさせ、プロセッサ部６００との搬送タイミングを合わせ、露光部５００の処理能力
を落とさないようにしている。
【００４１】
現像処理ユニット４のプロセッサ部６００には、第２露光部４１（以下、反転露光ダイレ
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クトポジ感材の例で記載する）、現像部４２、定着部４３、安定部４４及び乾燥部４５が
備えられている。第２露光部４１により露光部５００で露光されなかった部分の感光材料
が疑似画像を形成し、第２露光された感光材料は、現像部４２、定着部４３及び安定部４
４へ搬送して現像処理され、この処理された感光材料は乾燥部４５で乾燥して排紙部１５
へ送出される。
【００４２】
次に、カラープルーフ作成装置の各部構成を、図４乃至図６に基づいて詳細に説明する。
図４は装填部、給紙部及びアキュームレータ部を示す正面図、図５は主走査部及び副走査
部を示す平面図、図６はアキュームレータ部を示す正面図である。
【００４３】
　セット部７には、記録材料遮光用カバー９が上面パネル５に開閉可能に設けられ、記録
材料遮光用カバー９を開いた状態で記録材料箱１０が装填される。記録材料箱１０を装填
した状態で記録材料遮光用カバー９を閉じ、ロック機構７１で記録材料遮光用カバー９が
ロックされる。ロック機構７１はカバーロックモータ により作動する。記録材料遮光
用カバー９には記録材料箱有無センサ が設けられ、セット部７にはカバー開検出セン
サＳ２及びカバーロック検出センサＳ３が設けられている。記録材料箱１０は、感光材料
の先端を所定長さ引き出した状態で、給送部２０の搬送ローラ対２１のローラ２１ａ，２
１ｂの間の位置にセットする。
【００４４】
　給送部２０には、ローラ２１ａ，２１ｂと記録材料箱１０との間にペーパーエンドセン
サＳ４が設けられ、このペーパ－エンドセンサＳ４により、記録材料箱１０から引き出さ
れる感光材料の終端を検出する。一方のローラ は位置が固定され、他方のローラ

はローラ移動機構２４により移動可能になっており、ペーパー搬送動作中以外はロー
ラ圧着によるペーパしわ発生防止のため給紙ローラ を待機位置へ移動させる。ロー
ラ移動機構２４は、ローラ圧着解除モータＭ２により作動する。
【００４５】
　感光材料の搬送中は、ローラ２１ｂを搬送位置に移動させて感光材料を対向するローラ
２１ａ，２１ｂとの間で圧着する。ローラ２１ｂの位置は、給紙ローラ圧着位置検出セン
サＳ５及び給紙ローラ解除位置検出センサＳ６により検出される。ローラ は、給紙
モータＭ３により作動する。
【００４６】
カッター部２２はカッターモータＭ２０により作動する。ドラム給排紙ローラ２３との間
には、エンコーダローラ２５及びガイド２６が設けられている。エンコーダローラ２５は
回転により感光材料を送ると共に、感光材料の送り量を検出する。
【００４７】
ドラム給排紙ローラ２３は、ローラ移動機構２７により圧着位置と解除位置へ移動可能に
なっている。このドラム給排紙ローラ２３は、ドラム給排紙モータＭ４により駆動される
。ドラム給排紙ローラ２３の位置はこの図には現れないドラム給排紙ローラ圧着位置検出
センサＳ７及びドラム給排紙ローラ解除位置検出センサＳ８により検出される。ローラ移
動機構２７は、ドラム給排紙口ローラ圧着解除モータＭ５により作動する。
【００４８】
主走査部３０のドラム３１の両端の軸部３１ａ，３１ｂは、軸受３３ａ，３３ｂを介して
支持台３４ａ，３４ｂに回転可能に軸支されている。ドラム３１の一方の軸部３１ａには
、駆動プーリ３５ａが設けられ、この駆動プーリ３５ａはドラム回転モータＭ６の出力プ
ーリ３５ｂとベルト３６により連結され、ドラム回転モータＭ６の駆動によりドラム３１
が回転する。また、ドラム３１の一方の軸部３１ａには、ロータリーエンコーダ３７が設
けられ、回転パルスを出力してドラム回転に同期した画素クロック制御に用いる。
【００４９】
　ドラム３１の他方の軸部３１ｂは、吸引ブロア２００に連結されている。ドラム３１は
中空体で形成され、表面には吸着孔 が形成され、吸引ブロア の駆動によりド
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ラム３１の内部が減圧されて感光材料がドラム３１の表面に吸着される。
【００５０】
　光学ユニット３２には、レッドレーザ光源（ＨｅＮｅ）３２０、グリーンレーザ光源（
ＨｅＮｅ）３２１、ブルーレーザ光源（Ａｒ）３２２が配置されている。レッドレーザ光
源３２０及びグリーンレーザ光源３２１からのレーザービームは、 （音響光学素子
：光源強度を制御する）３２３，３２４及びミラー３２５，３２６を介して、また、ブル
ーレーザ光源３２２はＡ０Ｍ３２７、ミラー３２８及びミラー３３０を介して、集光レン
ズ３３１、結像レンズ３３４からドラム３１上の感光材料に画像を露光する。露光シャッ
タ３３２は露光ソレノイド３３３により開閉することで、露光開始／終了時に光路の開閉
を行なう。
【００５１】
光学ユニット３２は、移動ベルト３４０に固定され、一対のガイドレール３４１，３４２
に案内されてドラム軸と平行方向に移動可能に設けられている。移動ベルト３４０は一対
のプーリ３４３，３４４に掛け渡され、一方のプーリ３４４は副走査モータＭ７の出力軸
３４５に連結され、副走査モータＭ７の駆動により光学ユニット３２がドラム軸と平行に
移動する。
【００５２】
光学ユニット３２のドラム軸方向に副走査基準位置検出センサＳ１１、副走査書き込み位
置検出センサＳ１２及び副走査オーバーラン位置検出センサＳ１３が配置されている。副
走査基準位置検出センサＳ１１の副走査基準位置検出で光学ユニット３２が停止しており
、この副走査基準位置から副走査が開始され、画像サイズに対応した移動量で副走査が停
止されて副走査基準位置へ移動しで復帰させる。
【００５３】
この露光部５００からプロセッサ部６００へ受け渡すために、感光材料を一時停留させる
アキュームレータ部６０には、露光部５００よりアキュームレータ部６０に感光材料を送
出する第１搬送ローラ６１と、この第１搬送ローラ６１を駆動する第１搬送ローラ駆動手
段６２と、アキュームレータ部６０におけるプロセッサ部６００の感光材料入口側に配さ
れた第２搬送ローラ６３と、この第２搬送ローラ６３を駆動する第２搬送ローラ駆動手段
６４と、第２搬送ローラ下流に配されて感光材料の有無を検出する第１感光材料検出手段
Ｓ６０とを有している。ドラム３１に巻かれた感光材料は、剥離爪６９により剥離されて
第１搬送ローラ６１に導かれる。
【００５４】
また、第１感光材料検出手段Ｓ６０の下流側には、出口シャッタ６７が設けられ、この出
口シャッタ６７は、出口シャッタモータＭ１０で開閉される。出口シャッタ６７の開閉は
、出口シャッタ開検出センサＳ１６で検出される。出口シャッタ６７は感光材料の排出タ
イミングを決定し、所定のタイミングで出口シャッタ６７を開いて感光材料をプロセッサ
部６００へ送出する。また、プロセッサ部６００へ送り込まれることを検出する出口セン
サＳ３１が設けられている。
【００５５】
第２搬送ローラ６３と第１搬送ローラ６１の中間には、第３搬送ローラ６５を設け、この
第３搬送ローラ６５は、第２搬送ローラ駆動手段６４で駆動される。第３搬送ローラ６５
の下流側には、第２感光材料検出手段Ｓ６１が設けられている。また、第１搬送ローラ６
１から第３搬送ローラ６５ヘの感光材料の受け渡しを案内する案内部材６６が配置され、
この案内部材６６は固定ガイド６６ａと可動ガイド６６ｂから構成され、可動ガイド６６
ｂは可動ガイド駆動モータＭ９により作動され、感光材料搬送経路に沿った閉位置及び、
この閉位置から退避する開位置へ移動可能に設けられている。
【００５６】
次に、カラープルーフ作成装置１の記録材料遮光用カバー９、セット部７及び給送部２０
の構成を、図７乃至図１０に基づいて詳細に説明する。図７は記録材料遮光用カバー、セ
ット部及び給送部を示す正面図、図８は記録材料遮光用カバー、セット部及び給送部を示
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す側面図、図９はセット部の平面図、図１０はセット部及び給送部の概略断面図である。
【００５７】
記録材料遮光用カバー９は、装置本体２の手前側から奥側へ向けて開閉可能で下側に遮光
カバー開口部９ｂを有し、奥側のヒンジ１００１を支点に開閉可能になっている。
【００５８】
セット部７には、装置本体２の手前側から奥側に延びる記録材料挿入口１００２が形成さ
れ、記録材料箱１０の材料引き出し口１０ａを下向きにして記録材料Ｐの先端Ｐ１を記録
材料挿入口１００２に挿入し遮光カバー開口部９ｂに沿って手前側から奥側に押して装填
するようになっている。
【００５９】
セット部７の下方に位置する給送部２０には、装填した記録材料Ｐを搬送方向へ引き出す
搬送ローラ対２１と、記録材料Ｐの先端Ｐ１を所定量引き出した後にカットするカッタ部
２２とを備えている。
【００６０】
　また、装置本体２の手前側には、記録材料箱１０を遮光カバー開口部 の手前側から
奥側に案内する記録材料箱案内ガイド１０００が備えられている。この記録材料箱案内ガ
イド１０００は、ベースプレート１０００ａと、このベースプレート１０００ａに固定さ
れた一対の棒部材を屈曲して形成された傾斜ガイド１０００ｂと、ベースプレート１００
０ａを装置本体２に締付固定する締付ボルト１０００ｃから構成されている。一対の傾斜
ガイド１０００ｂは、遮光カバー開口部９ｂの手前側から奥側に傾斜している。また、締
付ボルト１０００ｃは、ベースプレート１０００ａに形成された長孔１０００ｄに挿通さ
れており、締付ボルト１０００ｃを緩めると記録材料箱案内ガイド１０００を図８に示す
ように矢印Ａ方向にスライド可能になっている。
【００６１】
このように記録材料箱１０を遮光カバー開口部９ｂの手前側から奥側に案内する記録材料
箱案内ガイド１０００を備えるから、記録材料箱１０の下側端部を記録材料箱案内ガイド
１０００に載せ、記録材料Ｐの先端Ｐ１を記録材料挿入口１００２に挿入し、遮光カバー
開口部９ｂに沿って手前側から奥側に押すことで簡単に所定位置に装填できる。この記録
材料箱案内ガイド１０００は、棒部材を屈曲して形成された傾斜ガイド１０００ｂが遮光
カバー開口部９ｂの手前側から奥側に傾斜しており、簡単な構造で摺動抵抗が少ないため
、記録材料箱１０を遮光カバー開口部９ｂに沿って手前側から奥側に押すことで確実に案
内できる。
【００６２】
また、記録材料箱案内ガイド１０００の高さＨ１が、装填した状態の記録材料引き出し口
１０ａから搬送ローラ対２１の中心までの距離Ｈ２より長く設定されている。
【００６３】
このように記録材料箱案内ガイド１０００の高さＨ１が、装填した状態の記録材料引き出
し口１０ａから搬送ローラ対２１の中心までの距離Ｈ２より長いため、装置周辺部材に記
録材料Ｐの先端Ｐ１が接触することなく安心して装填作業ができる。
【００６４】
搬送ローラ対２１は、記録材料Ｐの巻芯カール側のローラ２１ａを摩擦抵抗の少ない滑り
性の良い材質のローラで、巻芯カールと反対側のローラ２１ｂを摩擦抵抗の高い材質のロ
ーラとし、かつ記録材料装填時に摩擦抵抗の高い材質のローラ側を圧着解除方向Ｂに移動
し、材料装填隙間を設けるようになっている。
【００６５】
このように搬送ローラ対２１の記録材料Ｐの巻芯カール側のローラ２１ｂを摩擦抵抗の少
ない滑り性の良い材質のローラで、巻芯カールと反対側のローラを摩擦抵抗の高い材質の
ローラ２１ｂとすることで、記録材料Ｐの先端Ｐ１が摩擦抵抗の少ない滑り性の良い材質
のローラに接触しても円滑に搬送ローラ対２１の間に挿入できる。
【００６６】
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また、記録材料箱１０と搬送ローラ対２１の間に材料案内ガイド対１１００が設けられ、
材料案内ガイド対１１００は対向して配置されたガイドプレート１１００ａ，１１００ｂ
からなっている。材料案内ガイド対１１００のガイドプレート１１００ａ，１１００ｂは
、その隙間間隔が搬送ローラ対２１側で狭くなるよう傾斜を付け、かつ遮光カバー開口部
９ｂの手前側から奥側に狭くなるよう傾斜１１００ａ１を付けている。
【００６７】
このように記録材料箱１０と搬送ローラ対２１の間に設けた材料案内ガイド対１１００の
隙間間隔が搬送ローラ対２１側で狭くなるよう傾斜を付け、かつ遮光カバー開口部９ｂの
手前側から奥側に狭くなるよう傾斜が付けられており、材料案内ガイド対１１００の手前
隙間が奥側より広いため、記録材料Ｐのカールが強く先端Ｐ１が接触して折れることなく
円滑に挿入できる。
【００６８】
記録材料箱１０を装填した後は、締付ボルト１０００ｃを緩めて記録材料箱案内ガイド１
０００を移動して、傾斜ガイド１０００ｂを記録材料箱１０の手前側に押し当て、締付ボ
ルト１０００ｃで締付固定する。このように記録材料箱案内ガイド１０００を、記録材料
箱１０の移動を規制するための記録材料箱固定具として兼用している。このように部品点
数を増加することなく、簡単かつ確実に記録材料箱１０を装填後、記録材料箱案内ガイド
１０００を記録材料箱１０に押し付けて固定することができる。
【００６９】
また、記録材料箱案内ガイド１０００のベースプレート１０００ａには、中央部に箱取り
出し用手差し開口部１０００ａ１が設けられており、記録材料箱１０を交換する時等には
、締付ボルト１０００ｃを緩めて記録材料箱案内ガイド１０００を手前側に移動し、箱取
り出し用手差し開口部１０００ａ１により簡単に記録材料箱１０を持ち上げて交換するこ
とができる。
【００７０】
【発明の効果】
以上詳細に説明したように、請求項１記載の発明では、記録材料箱を遮光カバー開口部の
手前側から奥側に案内する記録材料箱案内ガイドを備えるから、記録材料箱の下側端部を
記録材料箱案内ガイドに載せ、記録材料の先端を記録材料挿入口に挿入し、遮光カバー開
口部に沿って手前側から奥側に押すことで簡単に所定位置に装填できる。
【００７１】
請求項２記載の発明では、記録材料箱案内ガイドが遮光カバー開口部の手前側から奥側に
傾斜しており、記録材料箱を遮光カバー開口部に沿って手前側から奥側に押すことで確実
に案内でき、しかも構造が簡単である。
【００７２】
請求項３記載の発明では、記録材料箱案内ガイドの高さが、装填した状態の記録材料引き
出し口から搬送ローラ対の中心までの距離より長いため、装置周辺部材に記録材料の先端
が接触することなく安心して装填作業ができる。
【００７３】
請求項４記載の発明では、搬送ローラ対の記録材料の巻芯カール側のローラを摩擦抵抗の
少ない滑り性の良い材質のローラで、巻芯カールと反対側のローラを摩擦抵抗の高い材質
のローラとしており、記録材料の先端が摩擦抵抗の少ない滑り性の良い材質のローラに接
触しても円滑に搬送ローラ対の間に挿入できる。
【００７４】
請求項５記載の発明では、記録材料箱と搬送ローラ対の間に設けた材料案内ガイド対の隙
間間隔が搬送ローラ対側で狭くなるよう傾斜を付け、かつ遮光カバー開口部の手前側から
奥側に狭くなるよう傾斜が付けられており、材料案内ガイド対の手前隙間が奥側より広い
ため、記録材料のカールが強くでも円滑に挿入できる。
【００７５】
請求項６記載の発明では、記録材料箱案内ガイドを記録材料箱の移動を規制するための記
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録材料箱固定具として兼用しており、部品点数を増加することなく記録材料箱を装填後、
記録材料箱案内ガイドを記録材料箱に押し付けて固定することができる。
【００７６】
請求項７記載の発明では、記録材料箱案内ガイドの中央部に箱取り出し用手差し開口部を
設けたから、箱取り出し用手差し開口部により簡単に記録材料箱を持ち上げて交換するこ
とができる。
【００７７】
請求項８記載の発明では、円筒が、その円柱面形状の保持面に記録材料を固定的に保持し
ながら、円柱軸を中心に回るものであるから、記録材料の画像記録面が所定の位置を所定
の向きで通過するから、露光ヘッドの先端と記録材料の画像記録面との間隔を、非常に狭
くでき、かつ、記録材料の画像記録面に対する露光ヘッドの取付位置及び方向の精度を非
常に高くでき、非常に再現性の高い高精細な画像を記録することができ、校正に良好に用
いることができるカラープルーフを作成することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】カラープルーフ作成装置の斜視図である。
【図２】開閉カバーを開いた状態のカラープルーフ作成装置の斜視図である。
【図３】カラープルーフ作成装置の概略構成を示す図である。
【図４】装填部及び給紙部を示す側面図である。
【図５】主走査部及び副走査部を示す平面図である。
【図６】アキュームレータ部を示す側面図である。
【図７】記録材料遮光用カバー、セット部及び給送部を示す正面図である。
【図８】記録材料遮光用カバー、セット部及び給送部を示す側面図である。
【図９】セット部の平面図である。
【図１０】セット部及び給送部の概略断面図である。
【符号の説明】
　１　カラープルーフ作成装置
　２　装置本体
　３　露光ユニット
　４　現像処理ユニット
　７　セット部
　８　操作部
　９　記録材料遮光用カバー
　１０　記録材料箱
　１０ａ　材料引き出し口
　２０　給紙部
　２１　搬送ローラ対
　２１ａ，２１ｂ　ローラ
　２２　カッター部
　２３　ドラム給排紙ローラ
　３１　ドラム
　３０　主走査部
　４０　副走査部
　６０　アキュームレータ部
　１０００　記録材料箱案内ガイド
　 　記録材料挿入口
　Ｐ　ロール状の記録材料
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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